





The Relationship between the Teacher-Training Course and Identity-
formation for Students in the Department of Psychology





















































































































対象者　本学心理学科に在籍し，基礎実験演習（1）を受講した 2年 20 名，および実験心理学










限を設けなかったが，各回 10 から 15 分程度であった。基礎実験演習（1）受講者で調査に参
表 1　基礎実験演習で行うテーマと用いる図表（平成 27 年度）
時期 実施形態 テーマ 図表













加したのは，第一回 20（100％），第二回は 19（95.0％），第三回は 18（90.0％）であった。第





大学 1年生 2年生どちらも 3割が小学校，4割が中学高校を挙げ，いずれも算数（数学）や理
科社会などの授業を中心に体験したとされた。大学で図表を経験したことへの言及は，講義が
始まったばかりの 1年生より 2年生で高率であったが（χ2（1）＝5.03，p＜ .05），2 年でも，図
表経験への言及は中高並みの 4割に留まっていた（図 1）。また作成した図表の中身について，
図表の種類や作成ソフトを具体的に挙げているかに着目して分類したところ，学年間で内訳に

















できるのか不安です」）は 20 名中 6名（30.0％）にあったのに対し，1年にはなかった機器操
作への不安言及（例：「元からパソコンがすごく苦手な上に，図表を書くと考えると（中略）































チェックリストに従って自己採点した。その項目と通過率を，表 3に示した。チェック 10 項
目を総計した初回レポート平均得点は，6.2（標準偏差 1.39）であった。チェックリスト中，「な









































































































































































































〈http://www.mext.go.jp/b_menu/houan/an/detail/1377981.htm〉（2016 年 10 月 24 日）
